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1．施設の概要

　東北大学サイクロトロン・ラジオアイソトー
プセンター（CYRIC）は，東北大学の学内共
同利用施設の 1 つであり，研究・教育を目的と
して学内の教職員や学生はもちろんのこと，多
くの学外所属の共同実験参加者等に利用されて
いる施設である。全学の放射線利用と放射線安
全管理，教育訓練のまとめ役を行う国立大学の
RI センターとしての側面を持つほかに，RI セ
ンターとしては珍しく国内有数の大型加速器

（930AVF サイクロトロン）を有する実験施設
として，一般企業も含め数々の理学・工学等の
研究機関の方々に利用していただいている。更
には，臨床用及び動物用 PET 装置と，PET 薬
剤製造用の小型サイクロトロン（HM-12 サイ
クロトロン）も有しており，主に PET 装置に
関する研究を目的として多くのライフサイエン
ス系の方々にも利用されている。施設の一部は

“東北大学病院出張診療所”にもなっており，
PET 診断のために大学病院から医師と患者が

日常的に来所する施設でもある。
　非常に多面的な施設であることから，利用者
の方々の所属も大学，研究機関，医療機関（病
院），企業あるいは一般の方々（患者や一般向
け放射線講習会参加者）と幅広いものとなって
おり，利用している研究者の専門分野も物理
学，化学，生物学，工学，農学，薬学，医学と
多岐にわたるものとなっている。
　今後は色々な放射線施設においてその利用内
容が多様化することが予想されるが，そのため
の放射線管理の参考までに，前記のように多様
な利用者の管理を行っている CYRIC での実例
をここでは紹介する。

2．東北大学における放射線業務従事者の管理

　まず，大学関係者以外の読者のために，東北
大学全体の放射線管理の体制について紹介す
る。
　東北大学では他の多くの総合大学と同様に，
大学全体が 1 つの“放射線障害防止法上の事業

第 1回　�東北大学CYRICにおける管理

結城　秀行

シリーズ：放射線利用の多様化に対応して─作業者の管理について─

　非密封放射性同位元素の利用は，実験手法の進展に伴い多くの施設で減少傾向にある。しかし，利

用者については，事業所に所属するものだけのような例は少なく，多様化はますます進んでいるよう

に思われる。特に放射線施設を持たない組織からの利用者，メンテナンスや工事で立ち入る業者の管

理については，悩んでいる主任者が多いのではないかと思われる。

　このシリーズでは，早くから多様化にさらされている大学などの施設の主任者に執筆を依頼し，そ

の経験を紹介する。

（放射線安全取扱部会広報専門委員会）



Isotope News 　2014 年 11 月号　No.727 75

として大学本部の安全担当部署と一緒になっ
て，指導，協力，意見の取りまとめ，部局間で
共用するシステムの管理などを行っている。特
に，全学の職員・学生の該当者への新規教育訓
練（全学講習会）を，各部局からの協力の下に
年 2 回ほど CYRIC でまとめて行っている。海
外からの研究者や留学生に対応するため，全学
講習会では英語クラスも設けている。これに対
し，再教育訓練（及び新規教育訓練のうち放射
線障害予防規程の項目）は各部局ごとに行って
おり，複数の部局の放射線施設を利用する従事
者においては原則としてそれぞれの部局の再教
育訓練を全て受講することになっている（放射
線障害予防規程が各部局ごとに制定されている
ため）。

3．CYRICへの利用者等の受け入れ

　前記のように，CYRIC に所属する職員・学
生（以下，CYRIC 所属者）の放射線業務従事
者としての管理は CYRIC で行っているが，そ
のほかにも多くの東北大学内の他部局の職員・
学生及び学外の方々（以下，CYRIC 外部者）
が施設を利用している。次に，CYRIC 外部者
の受け入れ方法について紹介する。
　CYRIC 外部者には，それぞれの所属機関で
既に放射線業務従事者として管理されているこ
とを CYRIC 利用のための条件としており，年
度ごとに 2 つの手続きを要求している。
　（1）‌�“放射線業務従事者証明書及び所外にお

ける作業承認書”の提出
　（2）CYRIC における教育訓練の受講
　（1）の様式を図に示す。この書類の目的は，
それぞれの CYRIC 外部者がその所属機関にお
いて放射線業務従事者として管理されているか
どうかと，CYRIC の管理区域での放射線業務
について許可を得ているかどうかの確認を行う
ことである。書類の表には所属機関の放射線取

所”（以下，“事業所”）になっているわけでは
なく，部局（学部・研究科，研究施設）ごとに

“事業所”を設置している。したがって，放射線
施設を持つ各々の部局ごとに放射線取扱主任者
が選任されており，また放射線管理室（担当部
署）や放射線障害予防委員会の設置と放射線障
害予防規程の制定がなされており，放射線障害
防止法で求められる管理を各々が行っている。
　放射線業務従事者の管理（教育訓練受講，電
離放射線健康診断受診，被ばく量測定の指示と
帳簿作成・管理）については，原則としては
各々の部局がその部局に所属する職員・学生の
管理を行っている。ただし，従事者全員が所属
する部局の放射線施設のみを利用するわけでは
なく，他部局の施設や学外の施設を利用するこ
とも多い。中には，自分の所属する部局の放射
線施設は利用せずに他部局の放射線施設のみを
利用する従事者もおり，この場合には例外的
に，“管理区域に入る人間の管理については，
その管理区域を有する事業所が責任を持つべ
き”という原則に従い，所属部局ではなく利用
施設の部局において従事者の管理を行うことも
まれにある。
　また，部局の中には，放射線施設を有してい
ない，すなわち“事業所”になっていない部局
もある。このような部局では，施設・設備に対
する対応は当然必要ではないので，放射線業務
従事者の管理のみを行うことになる。この場
合，放射線取扱主任者を選任する必要もないた
め，放射線障害予防委員会と部局長が管理の責
任者となっている。また，放射線障害予防規程
を届け出る必要もないわけだが，正式な規程の
代わりに部局内での規則として，従事者の管理
について行うべき内容等をまとめた“放射線障
害予防内規”というものを制定している。
　CYRIC では，各部局でのこういった管理が
きちんと行われるように，大学の RI センター
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し，過去に利用経験のあった利用者に対して
は，“CYRIC 再教育訓練”の受講を義務付けて
いる。内容は，CYRIC 所属者に対するものと
全く同じである。多くの利用者が遠方から来所
して利用しており，その利用日もまちまちであ
ることから，これらの講習は，利用者の受講希
望日時に極力沿うように，常時開催の対応をし
ている。ただし再教育訓練については，CYRIC
側の負担を減らすために，年度の最初に開催す
る再教育訓練の講習会の際の録画映像を視聴し
てもらうことにしている。
　それから CYRIC 内での作業の際には，利用
者全員に対し所属機関で配布されている個人線
量計（ガラスバッジ，クイクセルバッジ等）を
装着することを義務付けており，更に CYRIC

扱主任者の押印が必要となっているが，放射線
取扱主任者がいない機関（“事業所”となって
いない機関）へも対応できるように機関の長か
らの押印でも可としている。書類の裏面には被
ばく歴や電離放射線健康診断の受診及び教育訓
練の受講状況の記載が必須となっており，ここ
で所属機関において実際に正しく管理されてい
るかどうかを読み取ることができるようにして
いる。
　（2）については，新規の利用者かどうかで教
育訓練の内容が異なる。新規の利用者に対して
は，30 分の放射線障害予防規程の説明を含む

“CYRIC 有資格者講習”の受講を義務付けてい
る。この講習は新規の CYRIC 所属者にも，全
学講習会と併せて受講させている。これに対

図 “放射線業務従事者証明書及び所外における作業承認書”の様式
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押印は認めないという施設もあり，“事業所”
になっていない機関に所属する利用希望者が困
っているという話を耳にする。規模が比較的大
きい大学では“事業所”になっていない部局を

“事業所”になっている部局が支援することが
可能だが，大学全体を通して“事業所”を持た
ない大学もあり，そのような大学等（わざわざ
この場合のためだけに，本来必要のない放射線
取扱主任者を置くことはしないであろう）に所
属する利用希望者は，利用先で従事者管理を行
っていただかない限り利用ができないことにな
ってしまう。放射線取扱主任者以外の押印を認
めないということの理由は，国家資格を有し法
令をきちんと理解できている者でなければ正し
く従事者の管理ができていないのでは，という
不信感によるものと思われるが，そこを払拭で
きるように各研究施設においては工夫すべきで
はないであろうか。
　また，大学や研究機関での共通の悩みとし
て，外国人の受け入れの問題がある。新規教育
訓練の英語対応については，大学等放射線施設
協議会といった組織の尽力もあり各事業所で対
応が進んでいると思われるが，毎年の再教育訓
練までも考えると管理者側には結構な負担であ
る。CYRIC では，主に東北大学に入学した留
学生が施設利用者として存在するが，新規利用
者については全学講習会英語クラスで対応して
いる。次年度からの再教育訓練時には，留学生
も日本語学校に 1 年以上通った後で十分に日本
語の講習にも対応できるレベルになっているの
で，助かっている。一番厄介なのは，放射線を
使う実験に参加するために数日間だけ海外から
来所する研究者達への対応である。被ばく歴に
ついては事前の電子メールや書類のやり取りで
調べられるし，教育訓練については自国での教
育訓練受講歴や放射線使用経験を考慮して部分
的に免除などの対応軽減を図れる可能性があ

内での作業の被ばく量を見積もるために電子式
ポケット線量計を貸与している。CYRIC 外部
者の所属機関への CYRIC 内作業に伴う被ばく
量の通知については，有意な値の場合には通知
するということで，各利用者に了解していただ
いている。
　一般向け講習参加者等の見学者や実験装置搬
入業者等に対しては，被ばくの可能性がない場
所への立ち入りと作業内容であることを事前に
確認の上，一時立入者として管理区域への入域
を許可している。その際には，氏名，所属，立
ち入り先等を一時立入用の用紙に記入させ（人
数が多い場合にはリストを事前に提出させる），
必要に応じてポケット線量計を貸与している。
工事業者に対しては，作業場所と作業内容につ
いて事前に関係者からヒアリングを行い，被ば
くの恐れがあると判断された場合には CYRIC
外部者（放射線業務従事者），そうでなければ
一時立入者として扱うことにしている。一般的
に工事業者においては放射線業務従事者を管理
しているところは少ないと思うが，それに対す
る対策として工事契約の入札条件に“作業者を
放射線業務従事者として管理すること”をあら
かじめ入れてもらうことにしており，工事業者
側は放射線管理専門の業者を下請けに入れて教
育訓練や管理等への対応を行っている例がほと
んどである。

4．最後に

　大学に所属する研究者や学生には，学内，学
外問わず複数の放射線施設を利用する方々が多
い。CYRIC に限らず多くの研究施設では外部
からの利用者を受け入れることが望まれるわけ
だが，多くの研究施設において，前記の
CYRIC での受け入れ方法と同様に書類の提出
を求めている。ただしこの際に，一部の研究施
設においては書類上に放射線取扱主任者以外の
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った。しかし，今後の研究の益々の国際化に備
え，同様の状況の大学・研究機関との情報交流
を通して，効率的で現実的な良い対応法を考え
ていきたい。

（東北大学サイクロトロン・　
ラジオアイソトープセンター）

る。ただし電離放射線健康診断については，各
国で日本と同じ検査項目の診断内容が義務化さ
れているわけではなく，かと言って来所した研
究者全員に健康診断を行うのは実際不可能であ
り，対応が非常に難しい。CYRIC では，これ
まで幸いにも，被ばくを伴う作業をしない一時
立入者扱いで済む程度の実験参加者しかいなか
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